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はじめに

製品の説明

本 HUSQVARNA 製パワーカッターは、2 サイクル燃焼

機関を搭載した手持ち式のパワーカッターです。本製品
は、粒子や火花から作業者を保護するためのダストシー
ルド、ブレードガード、ブレードガードエクステンダを
装備しています。本製品は、内蔵の集塵機と、集塵バッ
グとともに操作します。

用途

本製品は、コンクリート、石材、石などの硬い材質を切
断するために使用します。他の作業に本製品を使用しな

いでください。本製品は、必ず経験豊富な作業者が使用
してください。

注記： 本製品の使用においては、国内の規制が課せ

られる場合があります。

製品の概要 - K 770 Dry Cut, K 770 Dry Cut OilGuard
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1. カッティングブレード（別売） 2. 回転方向
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3. ブレードガード

4. フロントハンドル

5. 警告ラベル

6. エアフィルターカバー

7. 始動方法説明ラベル

8. スタートスロットルロック付きチョークコントロー
ル

9. スロットルトリガーロック

10. リアハンドル

11. スロットルトリガー

12. 停止スイッチ

13. OilGuard の解除機能

14. スターターハンドル

15. スターターハウジング

16. マフラー

17. カッティング装置ラベル

18. ブレードガードエクステンダ

19. ダストシールド

20. 切断方向

21. フランジ、スピンドル、軸受け

22. 取扱説明書

23. コンビレンチ

24. 集塵バッグ

25. 延長ホース（2 m）

26. ホース

27. リアベルトガード

28. ファンハウジング

29. 銘板

30. ベルトテンショナネジ

31. フロントベルトガード

32. ベルト調整用ロックネジ

33. 接続カーブ

34. デコンプバルブ

35. エアパージバルブ

36. 燃料キャップ

製品に表記されるシンボルマーク

警告！本製品は危険を伴う道具です。不
注意な使用や不適切な使用によって、使用
者やその他の人々が重傷や致命傷を負う
危険性があります。

本製品を使用する前に、この取扱説明書を
よくお読みになり、指示内容をよく理解し
てください。

必ず認可された身体保護具を着用してく
ださい。使用者の身体保護具 6 ページ
を参照してください。

本製品は該当する EU 指令に適合してい

ます。

警告！切断の際に粉塵が発生し、人体に吸
い込まれると危険です。適切な呼吸マス
クをご使用ください。排気ガスを吸引し
ないようにしてください。常時、換気を十
分に行ってください。

警告！キックバックは突然かつ急に、勢い
よく発生し、命にかかわる傷害を発生させ
ることがあります。本製品を使用する前
に、本書の説明をよく読み、理解してくだ
さい。キックバック 10 ページ を参照し

てください。

警告！カッティングブレードで発生する
火花から可燃物（ガソリン、木、衣服、枯
草など）に引火する可能性があります。

警告！ ブレードにヒビや破損が全くない

ことを確認してください。

警告！円形ソーブレードは使用しないで
ください。

警告！固定研磨ブレードは使用しないで
ください。

警告！乾式切断専用です。

ダイヤモンドブレードのみを使用してく
ださい。

チョーク

エアパージバルブ

デコンプバルブ
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スターターロープハンドル

ガソリンとオイルの混合燃料を使用して
ください。

EU および英国の指令および規制に従った

環境への騒音排出のラベル。本製品の保
証音響レベルは、主要諸元 33 ページ お
よびラベルに記載されています。

カッティング装置ラベル

C

A

B

D D

A：カッティングブレードの直径。

B：最大出力回転数。

C：ブレードの最大厚。

D：軸受けの寸法。

注記： 本製品に付いている他のシンボルまたは銘板

は、一部の市場地域に向けた認定条件を示しています。

シリアルプレート

XXXXXXXXX  YYYY
s / n YYYY WWXXXXX

XXX XX XX-XX
Husqvarna AB

Huskvarna, SWEDEN
XXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXX

行 1：ブランド、モデル（X、Y）

行 2：シリアル番号と製造日（Y、W、X）：年、週、シ

ーケンス番号

行 3：製品番号（X）

行 4：メーカー

行 5：メーカー住所

行 6～7：該当する場合、EU 型式認証または中国 MEIN
番号

ユーロ V 排出規制

警告： エンジンを改造すると、この製品

の EC 型式認証が無効になります。

製品の損傷

以下の場合、当社は製品の損傷について責任を負いませ
ん。

• 本製品が誤って修理された場合。

• メーカーによるものではない部品、またはメーカー
の認可していない部品を使用して本製品を修理した
場合。

• メーカーによるものではないアクセサリー、または
メーカーの認可していないアクセサリーを本製品に
使用した場合。

• 認定サービスセンターまたは認定販売店で本製品が
修理されていない場合。
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安全性

安全性の定義

警告、注意、注記は、取扱説明書の特に重要な部分を示
しています。

警告： 取扱説明書の指示に従わない場合、

使用者が負傷したり、死亡したりするか、あ
るいは付近の人に損傷を与える危険がある
ことを意味します。

注意： 取扱説明書の指示に従わない場合、

製品や他の物品、または隣接するエリアに損
傷を与える危険があることを意味します。

注記： 特定の状況で必要とされる詳細情報を提供す

るために使用されます。

一般的な安全注意事項

警告： 本製品を使用する前に、以下の警

告指示をお読みください。

• 不注意な取り扱いや誤った取り扱いをするとパワー
カッターは危険な道具となり、重傷や死亡にいたる
おそれがあります。本取扱説明書をよくお読みにな
り、内容を理解することが非常に重要です。また、
作業者が初めて使用する場合、使用前に実践的な指
示を受けることを推奨します。

• いかなる理由であれ、製造者の承認を得ることなく
本製品の設計に変更を加えないでください。他者に
よって改造された形跡のある製品を使用しないでく
ださい。また、必ず純正のアクセサリーを使用して
ください。不認可の設計変更や付属品は、使用者や
その他の人の重傷や致命傷の原因となるおそれがあ
ります。

• 本製品は清潔に保ってください。目印やステッカー
は、完全に判読できるようにしなければなりません。

• 子供や本製品の扱いに不慣れな人に本製品を使用さ
せないようにしてください。

• 取扱説明書の内容を理解した人にのみ本製品を使用
させてください。

• エンジンの排気ガスを長時間にわたって吸引する
と、健康を害するおそれがあります。エンジンの動
作中、排気ガスには不燃焼の炭化水素や一酸化炭素
などの化学物質が含まれています。このような排気
ガスの含有物は、呼吸器障害、ガン、先天異常その
他生殖障害の原因となることが知られています。

一酸化炭素は無色、無味で、排気ガスには必ず含ま
れています。一酸化炭素中毒の徴候は、軽度のめま
いで、本人が認識できる場合も、できない場合もあ
ります。一酸化炭素の濃度が高い場合、突然倒れ、
意識を失う場合があります。一酸化炭素は無色無臭

であるため、存在するかどうかを把握できません。
排気臭がする場合は必ず、一酸化炭素が存在します。
ガソリン駆動のパワーカッターは、屋内や、1 メート

ル（3 フィート）以上の深さの溝など、換気の悪い場

所では絶対に使用しないでください。溝やその他密
閉された場所で作業をする場合は、必ず換気を適切
に行ってください。

• 本製品では、運転中に電磁場が発生します。この電
磁場は、ある条件下でアクティブ、またはパッシブ
な医療用インプラントに影響を及ぼすことがありま
す。深刻な傷害または致命傷の危険を避けるため、
医療用インプラントを使用している方は、本製品を
使用する前に主治医および医療用インプラントの製
造元に相談することをお勧めします。

• この取扱説明書に記載されている情報は、専門家の
技術や経験に相当するものではありません。安全性
に懸念が生じたら、作業を停止し、専門家のアドバ
イスを受けてください。サービス代理店に連絡して
ください。確信を持てない作業は行わないでくださ
い！

組み立ての安全注意事項

警告： 本製品を組み立てる前に、以下の

警告指示をお読みください。

• エンジンが停止し、停止スイッチが STOP 位置にあ

ることを確認します。

• 製品を組み立てるときは、必ず保護グローブを着用
してください。

操作のための安全注意事項

警告： 本製品を使用する前に、以下の警

告指示をお読みください。

• パワーカッターを使用する前に、キックバックの影
響とその回避方法を理解する必要があります。キッ
クバック 10 ページ を参照してください。

• 本製品に欠陥がある場合は絶対に使用しないでくだ
さい。この取扱説明書の内容に従って、安全点検、
メンテナンス、サービスを行ってください。メンテ
ナンスやサービスの内容によっては、専門家でなけ
ればできないものもあります。メンテナンス 24 ペ
ージ を参照してください。

• 疲労時や飲酒後、視野・判断力・動作に影響を及ぼ
すような医薬品を服用したときは、絶対に本製品を
使用しないでください。

• ベルトやベルトガードが取り付けられていない状態
で、本製品を始動させないでください。クラッチが
緩んで負傷の原因となることがあります。

• カッティングブレードからの火花がガソリン、ガス、
木、衣服、枯れ草などの可燃物に引火する可能性が
あります。
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• カッティングブレードの使用対象となっている材質
にのみ、カッティングブレードを使用してください。

• アスベスト材を切断しないでください。

作業エリアの安全

警告： 本製品を使用する前に、以下の警

告指示をお読みください。

• パワーカッターの安全距離は 15 メートル（50 フィ

ート）です。使用者は、動物や傍観者が、作業エリ
アにいないことを確認する責任を負っています。切
断は、作業エリアに問題がなく、足場がしっかりし
ている場合にのみ、開始してください。

• 周囲の状況をチェックして、本製品の使用に影響が
あるものを除去してください。

• 人や物が切断装置に接触したり、切断中に飛び散る
断片が人や物に当たったりしないようにしてくださ
い。

• 濃霧、豪雨、強風、厳寒など、気象条件の悪いとき
は、本製品を使用しないでください。悪天候下での
作業は、疲れやすく、また、足元が滑りやすくなる
など危険です。

• 作業エリアに邪魔なものがないことや、足場が安定
していることを確認してから、本製品の使用を開始
してください。物が予期せずに移動してぶつかるこ
とがないように、注意を払ってください。

• 切断作業中は、材料の固定が緩んで落下し、作業者
が怪我することのないように注意してください。斜
面での作業は特に注意してください。

• 作業エリアの視界が十分に明るく、安全な作業環境
であることを確認してください。

• 配管や電気ケーブルが、作業エリアや切断する材料
を通っていないことを確認してください。

• 容器（ドラム、パイプ、その他容器）内を切断する
場合、最初に必ず可燃性の物質か、その他揮発性の
物質がないことを確認してください。

使用者の身体保護具

警告： 本製品を使用する前に、以下の警

告指示をお読みください。

• 作業中は、必ず認可された身体保護具を着用してく
ださい。身体保護具で負傷の危険性をなくすことが
できるわけではありませんが、万が一事故が起こっ
た場合でも、負傷の程度を軽減できます。プロテク
ティブ装具の選択については、サービス代理店にご
相談ください。

• 認可された保護ヘルメットを使用してください。

• 認可されたイヤマフを使用してください。長時間騒
音にさらされることは、恒久的な聴覚障害の原因に
なることがあります。イヤマフを着用している間、
警告信号や叫び声に気を付けてください。エンジン
が停止したら、速やかにイヤマフを外してください。

• 認可された保護メガネを使用し、飛散物に当たって
負傷する危険を軽減してください。防護マスクを使

用する場合、認可された保護ゴーグルも着用する必
要があります。認可された保護ゴーグルは、米国の
ANSI Z87.1 あるいは EU 諸国の EN 166 規格に適合

していなければなりません。バイザーは、EN 1731
規格に適合していなければなりません。

• 丈夫な作業用手袋を着用してください。

• 認可された呼吸器保護具を使用してください。材料
の切断、粉砕、穴あけ、サンディング、形成を行う
機械を使用すると、人体にとって危険な化学物質を
含んだ粉塵や蒸気が生成されることがあります。加
工する素材の性質を確認して、適切な呼吸マスクを
使用してください。

• 体の動きを制限することのない、体にフィットした、
丈夫で快適な作業服を着用してください。切断の際
には火花が発生し、衣服に着火することがあります。
HUSQVARNA は、防火綿または厚地のデニムを着る

ことを推奨します。ナイロン、ポリエステル、レー
ヨンなどの材質の衣服は着用しないでください。こ
のような材質が発火した場合、溶けて肌にはりつく
場合があります。短パンは着用しないでください。

• つま先部スチール製、ノンスリップ靴底のブーツを
着用してください。

• 常に救急キットを近くに用意してください。

• 火花はマフラーまたはカッティングブレードから発
生します。常に消火器を使用できる状態にしておい
てください。

本製品の安全装置

警告： 本製品を使用する前に、以下の警

告指示をお読みください。

• 安全装置に欠陥のある製品は決して使用しないでく
ださい。お持ちの製品が点検項目を一点でも満たさ
ない場合は、お近くのサービス代理店に修理を依頼
してください。

• 保護プレートや保護カバー、安全スイッチ、その他
の保護装置が取り付けられていない、または損傷し
ているときは、本製品を使用しないでください。

スロットルトリガーロック

スロットルトリガーロックは、スロットルトリガーの操
作ミスを防ぐためのものです。ハンドルを握って、スロ
ットルトリガーロック（A）を押すと、スロットルトリ

ガー（B）が解除されます。ハンドルから手を放すと、

スロットルトリガーとスロットルトリガーロックは元の
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位置に戻ります。この機能により、スロットルトリガー
がアイドリング速度でロックされます。

A

B

スロットルトリガーのロックを点検するには

1. スロットルロックを放したとき、スロットルトリガ
ーがアイドリングの位置にロックされていることを
確認します。

2. スロットルロックを押し、指を放すと元の位置に戻
ることを確認します。

3. スロットルトリガーとスロットルロックがスムーズ
に動き、リターンスプリングが正しく機能している
ことを確認します。

4. 本製品を始動し、フルスロットルにします。
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5. スロットルコントロールを放し、カッティングブレ
ードが停止して静止状態が保たれていることを確認
します。カッティングブレードがアイドリング位置
で回転する場合は、アイドリング速度を調整する必
要があります。アイドリング速度を調整するには
29 ページ を参照してください。

停止スイッチを点検するには

1. エンジンを始動します。

2. スタート／ストップスイッチを STOP 位置にセット

します。エンジンが停止する必要があります。

ブレードガード、ブレードガードエクステンダ、および

ダストシールド

警告： 本製品を始動する前に、ブレード

ガード、ブレードガードエクステンダ、およ
びダストシールドが正しく取り付けられて
いることを確認してください。ブレードガ
ード、ブレードガードエクステンダ、または
ダストシールドが欠落、破損、または故障し
ている場合は、本製品を使用しないでくださ
い。

• ブレードガード、ブレードガードエクステンダ、お
よびダストシールドは粉塵を作業者から遠ざけて、
カッティングブレードが破損しても負傷しないよう
にします。ブレードガードエクステンダとダストシ
ールドはスプリング式のため、いつでも自由に動き、
スプリングの力ですぐ元に戻るようにしておかなけ
ればなりません。

• ブレードガードエクステンダまたはダストシールド
が収縮した位置で固定されたまま動かない場合は、
本製品を使用しないでください。

カッティングブレード、ブレードガード、ブレードガー

ドエクステンダを点検するには

1. カッティングブレード（B）が正しく装着され、損傷

がないことを確認します。

BA

C

D

2. ブレードガード（A）、ブレードガードエクステンダ

ー（D）、およびダストシールド（C）に亀裂や他の損

傷がないことを確認します。
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3. ダストシールドを押し込み、スプリングの力で瞬時
に元に戻ることを確認します。

4. ブレードガードを押し込み、スプリングの力で瞬時
に元に戻ることを確認します。

5. カッティングブレードとブレードガードが損傷して
いる場合は交換してください。ブレードガードエク
ステンダ、ダストシールド、またはそれらのスプリ
ングに欠陥があり、押し込んでも瞬時に元に戻らな
い場合は、交換してください。

防振装置

警告： 循環器系に障害のある人が振動を

長期間受け続けると、循環器障害や神経障害
を起こすことがあります。過度の振動を受
け続けたために症状が現れた場合は、医師の
診断を受けてください。症状にはしびれ、感
覚麻痺、ピリピリ感、刺痛、痛み、脱力感、
皮膚の色や状態の変化などがあります。こ
れらの症状は通常、指や手、手首に現れま
す。この症状は低温の環境下でよく起こり
ます。

本製品には防振装置がついており、振動を軽減し、操作
しやすいようになっています。本製品の防振装置は、エ
ンジンユニットやカッティング装置とハンドル間での振
動の伝播を軽減します。

花崗岩や硬質コンクリートを切断するときは、軟質コン
クリート切断時より振動が激しくなります。刃先が丸く
なっていたりソーチェンに不具合（不適なタイプや目立
てが悪いなど）があったりする場合も、振動が大きくな
ります。

防振装置の点検

警告： エンジンが停止し、停止スイッチ

が STOP 位置にあることを確認します。

1. 防振ユニットに亀裂や変形がないことを確認してく
ださい。防振ユニットが損傷している場合は交換し
てください。

2. 防振ユニットがエンジンユニットとハンドルユニッ
トに正しく固定されていることを確認します。

マフラー

マフラーは騒音レベルを最小限に抑え、排気ガスを作業
者から遠ざける働きをします。

マフラーがない場合や損傷している場合は、本製品を使
用しないでください。マフラーに損傷があると、騒音レ
ベルと火災発生の危険が増加します。

警告： マフラーは、使用中および使用直

後ともに非常に熱くなります。アイドリン
グ中も高温です。特に可燃物や可燃性ガス
の近くで作業をするときは、火災の危険性に
注意してください。

マフラーを点検するには

1. マフラーに損傷がないことを確認してください。

2. マフラーが正しく取り付けられていることを確認し
ます。
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キックバック

警告： キックバックは突然発生し、非常

に危険な場合があります。パワーカッター
が作業者に向かって回転しながら飛ばされ
て、人命にかかわる傷害を招くことさえあり
ます。本製品の使用前に、キックバックの原
因と回避方法を理解することが非常に大切
です。

キックバックとは、ブレードがキックバックゾーンで挟
まったり、引っかかったりしたときに、パワーカッター
が突然、上へ持ち上げられる現象です。ほとんどのキッ
クバックは小規模で、それほど危険を伴わないものです。
しかしながら、キックバックは非常に危険な挙動を発生
させることがあり、作業者に向かってパワーカッターが
回転しながら飛ばされて、人命にかかわるような事故が
発生することもあります。

反作用力

切断時は、反作用力が常に存在します。この力は、ブレ
ード回転に対して逆の方向へ本製品を引っ張るように働
きます。通常、この力は問題にはなりません。ブレード
が挟まったり、引っかかったりすると、反作用力は強力
になり、パワーカッターをコントロールできなくなるこ
とがあります。

カッティング装置を回転させたまま、本製品を移動しな
いでください。ジャイロ力により、意図した動きが阻害
される場合があります。

キックバックゾーン

ブレードのキックバックゾーンを切断に使用しないでく
ださい。ブレードのキックバックゾーンが挟まったり、
引っかかったりすると、反作用力により、作業者に向か
ってパワーカッターが回転しながら飛ばされて、人命に
かかわるような事故が発生することがあります。

回転キックバック

回転キックバックは、カッティングブレードがキックバ
ックゾーン内で自由に動かない場合に発生します。

クライミングキックバック

キックバックゾーンで切断を行うと、反作用力によりブ
レードが切断箇所から持ち上がります。キックバックゾ
ーンを使用しないでください。クライミングキックバッ
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クを回避するために、ブレードの下部、四分の一を使用
してください。

ピンチングキックバック

ピンチングとは、切断部が閉じて、ブレードを挟んでし
まうことです。ブレードが挟まったり、引っかかったり
すると、反作用力は強力になり、パワーカッターをコン
トロールできなくなることがあります。

ブレードのキックバックゾーンが挟まったり、引っかか
ったりすると、反作用力により、作業者に向かってパワ
ーカッターが回転しながら飛ばされて、人命にかかわる
ような事故が発生することがあります。作業対象物が動
く可能性があるので、注意してください。作業対象物が
しっかりと保持されておらず、切断時に動くと、ブレー
ドが挟まり、キックバックの原因になる可能性がありま
す。

パイプの切断

警告： ブレードがキックバックゾーンで

挟まり、危険なキックバックが発生すること
があります。

パイプを切断する場合、特に注意すべきことがあります。
パイプが適切に支持されておらず、切断中に切断箇所が
閉じた場合、ブレードが挟まるおそれがあります。先端

が鐘型に広がったパイプや、トレンチに入っていてしっ
かりと保持されていないために、たわんでブレードが挟
まる可能性のあるパイプを切断するときは、特に注意し
てください。

パイプがたわんで切削部が閉じると、キックバックゾー
ンでブレードが挟まれ、 激しいキックバックが起きる可

能性があります。パイプがしっかりと保持されていれ
ば、パイプの端が下に動くことで切断部が開き、挟まれ
ることはありません。

1. パイプを固定して、切断中に動いたり回ったりしな
いようにします。

2. パイプのセクション「I」を切断します。

I

III II

3. 挟まらないように切断部が開いていることを確認し
ます。

4. サイド II に移動して、セクション I からパイプの底部

まで切断します。

5. サイド III に移動して、底部のパイプの端部の残りの

部分を切断します。

キックバックを防ぐには

警告： キックバックが起こりやすい状況

を避けてください。パワーカッターを使用
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するときは、ブレードのキックバックゾーン
が挟まれないように注意してください。

警告： 既存の切断部にブレードを入れる

ときは、注意してください。

警告： 切断作業中に切削物が動かないこ

とを確認してください。

警告： 使用者が正しい操作方法で使用し

た場合にのみ、キックバックとその危険性を
防ぐことができます。

• 完全に切断するときは、切断部が開いたままになる
ように、切削物を必ず支持してください。切断部が
開いていれば、キックバックは発生しません。切断
部が閉じてブレードが挟まると、キックバックの危
険性があります。

燃料の安全について

警告： 本製品を使用する前に、以下の警

告指示をお読みください。

• 燃料の補給や混合（ガソリンと 2 サイクルオイル）

を行うときは、十分に換気してください。

• 燃料の取り扱いには十分注意してください。燃料や
燃料のガスは非常に引火性の高いものです。火災発
生や爆発、有毒ガスの吸引などの危険にご注意くだ
さい。

• 燃料付近では、喫煙したり、熱い物体を置いたりし
ないでください。

• 給油をする前には、必ずエンジンを止めて数分間温
度が下がるのを待ってください。

• 給油の際には、超過圧力が徐々に放出されるよう、
燃料キャップをゆっくり開けてください。

• 給油後は燃料キャップをしっかり閉めてください。
キャップがしっかりしまっていない場合、キャップ
が振動で緩くなり、燃料が燃料タンクから漏れて、
火災が発生する危険があります。

• エンジンの運転中は絶対に給油をしてはいけませ
ん。

• 本製品を始動する際は、必ず給油場所から 3 m（10
フィート）以上離れてください。

Min

給油後、以下のような状況では本製品を決して始動しな
いでください。

• 本製品に燃料がこぼれた場合。きれいに拭き取り、
表面に残った燃料が蒸発するのを待ちます。

• 皮膚や衣服に燃料がかかったとき。衣服を着替え、
皮膚に付いた燃料を洗い流してください。石鹸と水
を使用します。

• 本製品から燃料が漏れている場合。燃料キャップと
燃料ホースの漏れを定期的に点検してください。

メンテナンスのための安全注意事項

警告： 本製品を使用する前に、以下の警

告指示をお読みください。

• エンジンが停止し、停止スイッチが STOP 位置にあ

ることを確認します。

• 身体保護具を使用してください。使用者の身体保護
具 6 ページ を参照してください。

• メンテナンスが正しく定期的に実施されていない場
合は、負傷や本製品の損傷の危険性が高まります。

• 取扱説明書に記載されているメンテナンスのみを実
施してください。その他のすべての保守作業は、認
定サービスセンターに依頼してください。

• HUSQVARNA の認証サービス代理店で定期的に本

製品のサービス作業を実施する必要があります。

• 損傷、摩耗、破損した部品は交換してください。

• 常に純正の部品をお使いください。

組立

はじめに

警告： 本製品を組み立てる前に、安全に

関する章を読んで理解してください。

カッティングブレード

警告： 負傷や火災の危険を低減するため、

固定研磨カッティングブレードは使用しな
いでください。推奨されるダイヤモンドカ
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ッティングブレードと所定のフランジのみ
を使用してください。

警告： カッティングブレードが壊れて、

作業者がけがをすることがあります。

警告： カッティングブレードのメーカー

は、カッティングブレードの使用と正しい手
入れに関する警告と推奨事項を公表してい
ます。これらの警告はカッティングブレー
ドに同梱されています。カッティングブレ
ードメーカーからの指示を読み、従ってくだ
さい。

警告： カッティングブレードは、本体に

取り付ける前に確認し、使用中にも頻繁に確
認する必要があります。ヒビ、切片（ダイヤ
モンドブレード）の欠損、または破損した部
品がないか調べてください。損傷のあるカ
ッティングブレードは使用しないでくださ
い。

HUSQVARNA のカッティングブレードは、手持ち式パワ

ーカッター用に認可された高速ブレードです。

• カッティングブレードは、本体に取り付ける前に確
認し、使用中にも頻繁に確認する必要があります。
ヒビ、切片（ダイヤモンドブレード）の欠損、また
は破損した部品がないか調べてください。損傷のあ
るカッティングブレードは使用しないでください。

• カッティングブレードに付属している手順書を読
み、指示に従ってください。

• 高品質のブレードが、ほとんどの場合、最も経済的
です。

• 低品質のブレードは、切断能力が低く、 寿命が短い

ことが多く、 切断できる材料の量を考慮するとコス

ト高になります。

• 本製品に装着するカッティングブレードには、正し
い軸受けを使用してください。アーバブッシングの
点検 15 ページ を参照してください。

• カッティングブレードを新品と交換した場合は、約 1
分間フルスロットルで運転して、問題がないことを
テストしてください。

適切なカッティングブレード

警告： 本製品を使用する前に、以下の警

告指示を読み、その内容に従ってください。

• カッティングブレードは、用途対象材料以外に絶対
に使用しないでください。

• 必ず、乾式切断用ダイヤモンドブレードを使用して
ください。

• 木材カッティングブレード、円形歯付きブレード、
カーバイドチップブレードなどの歯付きブレードを

使用しないでください。キックバック発生の危険性
が大幅に増し、チップが裂けて高速で飛び散る可能
性があります。不注意によって、重傷や死亡事故が
起きる可能性があります。

• パワーカッターよりも遅い定格速度のダイヤモンド
ブレードを使用しないでください。必ず国または地
域の規格に準拠しているダイヤモンドブレードを使
用してください（例：EN13236 または ANSI B7.1）。

• 本製品と同じまたはそれ以上の定格速度に認定され
たカッティングブレードを使用する必要がありま
す。定格速度はブレードガードに明記されていま
す。

• この製品に取り付け可能なカッティングブレードの
多くは、据え付けソー用です。それらのカッティン
グブレードの定格速度は、この製品には遅すぎます。

• 中央の穴の寸法が本機に取り付けられている軸受け
に合うカッティングブレードを選択してください。

ブレードの振動

• フィード圧が高すぎると、ブレードにひずみが生じ
て、振動することがあります。

• フィード圧を下げることにより、振動を停止させる
ことができます。あるいは、ブレードを交換します。

ダイヤモンドブレード

警告： プラスチック材の切断にダイヤモ

ンドブレードは決して使用しないでくださ
い。切断中に熱が発生してプラスチックが
溶け、カッティングブレードに付着し、キッ
クバックを起こすことがあります。

警告： ダイヤモンドブレードは、使用中、

非常に熱くなります。誤った使用はブレー
ドの過熱を引き起こし、ブレードの変形によ
って、損傷や傷害を招くことがあります。

警告： 金属を切断すると、火災の原因と

なったり、本製品または集塵機を損傷したり
するおそれがあります。

注記： ダイヤモンドブレードは、さまざまな硬度の

ものが用意されています。

注記： 砂岩やレンガのような柔らかい素材を切断し

て、ブレードの目立てを行ってください。

• 必ずよく切れる状態のダイヤモンドブレードをお使
いください。

• ダイヤモンドブレードは、フィード圧が適切でなか
ったり、強化鉄筋コンクリートなどの材料を切断し
たりすると、鋭さが失われます。切れなくなったダ
イヤモンドブレードで作業をすると、ブレードの過
熱が生じ、ダイヤモンド切片が外れることがありま
す。
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• ダイアモンドブレードは、工業用ダイアモンドを含
む切片が鋼鉄製ブレード本体に付いた構成になって
います。

• ダイヤモンドブレードは石材、鉄筋コンクリート、
その他の複合材料の切断に適しています。

• ダイアモンドブレードは交換頻度が低く、一定の切
断深度を保つことができ、切断作業にかかるコスト
を低減することができます。

• ダイアモンドブレードを使用するときは、ブレード
に表記された矢印の方向に回転することを確認して
ください。

乾式切断用のダイアモンドブレード

• 切断中、切断部の摩擦によりダイアモンドブレード
が高温になります。ブレードの温度が高くなり過ぎ
ると、ブレードのテンションが失われたり、コアに
亀裂が入ったりする原因になります。

• 冷却に水は不要ですが、乾式カッティングブレード
は、ブレードの周囲の空気の流れにより冷却する必
要があります。このため、乾式カッティングブレー
ドは断続的な切断にのみ使用することを推奨しま
す。切断の数秒ごとに、負荷をかけずにブレードを
運転して、ブレードの周囲の空気により熱を逃がす
必要があります。

ダイヤモンドブレード - サイドクリアランス

警告： 特定の切断状況または品質が落ち

たブレードにより、セグメントの側面が過度
に摩耗する場合があります。ダイヤモンド
セグメント（A）の幅がブレード（B）より広

いことを確認します。これは、切れ目の挟み
込みとキックバックを防ぐためです。キッ
クバック 10 ページ を参照してください。

T2

A

B

注意： 特定の切断状況およびブレードの

摩耗が原因で、セグメントの側面の摩耗が増
える場合があります。ブレードは摩滅する
前に交換してください。

スピンドルシャフトとフランジウォツシャー

を点検するには

注意： 必ず、最小直径 60 mm（2.36 イン

チ）の HUSQVARNA 製フランジワッシャー

を使用してください。

警告： 不適切なフランジワッシャーを使

用すると、ブレードが破損したり緩んだりす
るおそれがあります。欠陥、摩耗、汚れのあ
るフランジワッシャーは使用しないでくだ
さい。必ず同寸法のフランジワッシャーを
使用してください。

カッティングブレードを交換するときは、スピンドルシ
ャフトとフランジワッシャーを点検します。破損した部
品は交換してください。

1. スピンドルシャフト上のねじ山に損傷がないことを
確認します。

2. カッティングブレードとフランジワッシャーの接触
面が損傷していないことを確認します。
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3. フランジワッシャーに汚れがなく、正しい寸法であ
ることを確認します。

4. フランジワッシャーがスピンドルシャフト上で正常
に動くことを確認します。

アーバブッシングの点検

アーバブッシングは、本機をカッティングブレードのセ
ンター穴に取り付けるために使用します。本機には、逆
向きにして 20 mm または 1 インチ（25.4mm）のセンタ

ー穴があるブレードに取り付けることができる軸受け、
または固定された 20 mm の軸受けが同梱されていま

す。

• ブレードガード上のステッカーは、工場出荷時のブ
ッシングの種類と適切なブレード仕様を示していま
す。

HUSQVARNA アーバ軸受けのみを使用してくださ

い。

• アーバ軸受けの寸法がカッティングブレードに適し
ていることを確認します。正しい寸法は、カッティ
ングブレードに明記されています。

カッティングブレードの回転方向を点検する

には

1. ブレードガードで、カッティングブレードが回転す
る方向を示す矢印を確認します。

2. カッティングブレードで、カッティングブレードが
回転する方向を示す矢印を確認します。

3. ブレードガードの矢印とカッティングブレードの矢
印が同じ方向を示していることを確認します。

カッティングブレードの取り付け

警告： エンジンが停止し、停止スイッチ

が STOP 位置にあることを確認します。

警告： 製品を組み立てるときは、必ず保

護グローブを着用してください。

1. カッティングブレードを取り付けるときは、フラン
ジワッシャーとスピンドルシャフトを点検します。

スピンドルシャフトとフランジウォツシャーを点検
するには 14 ページ を参照してください。

2. カッティングブレードを、内部フランジワッシャー
（B）とフランジワッシャー（C）の間の軸受け（A）
上に置きます。

A

C

B

3. プーリーをロックします。
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4. ボルトを 30 Nm（18.5 ft-Ibs）で締め込みます。

カッティングブレードを目立てするには

注記： 最適な切断結果を得るには、カッティングブ

レードを目立てする必要があります。

• ブレードの目立てを行うには、砂岩やれんがのよう
な柔らかい物質を切断してください。

集塵装置

本製品には、ブレードガード、ブレードガードエクステ
ンダ、ダストシールド、オンボードファン、および作業
中に粉塵を収集する集塵バッグが付属します。

集塵バッグと真空ホースを組み立てるには

1. ホースコネクタのクリップを、本製品のハンドルに
あるループに取り付けます。

2. ホースコネクタの開口部に延長ホースを押し込みま
す。延長ホースの端がホースコネクタのエンドスト
ップに接触するまで押し込みます。

3. 延長ホースを集塵バッグ吸入口に押し込みます。延
長ホースがチェックバルブの入口に入り、チェック
バルブのボトムエンドストップ（チェックバルブ内
の約 45 mm の位置）に至るまで押します。

4. 集塵バッグ吸入口の近くの延長ホースにロープを取
り付けます。

集塵装置を点検するには

1. 集塵装置が正しく取り付けられており、損傷がない
ことを確認します。

2. ホースや集塵バッグに穴が開いていないことを確認
します。

3. 切断作業を開始する前に、集塵装置のテストを行っ
てください。装置が正常に作動すると、集塵バッグ
が膨張します。

集塵バッグの取り外すには

警告： 保護メガネ、保護手袋、および認

可された呼吸器保護具を着用してください。
集塵バッグは必ずゴミ袋の中で開けてくだ
さい。作業者が集塵バッグを取り外して掃
除する際、粉塵が空気中に飛び散ることがあ
ります。
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1. ホースクリップとロープを緩めます。

2. ホースから集塵バッグを取り外します。

3. ロープを集塵バッグに取り付けて密封します。

チェックバルブを点検するには

1. チェックバルブの蓋が集塵バッグ吸入口に完全に入
っていることを確認します。

2. チェックバルブの蓋の上部が上向きになっているこ
とを確認します。チェックバルブの蓋の上部には、
ネジが 2 つあります。

3. チェックバルブの底部が集塵バッグ吸入口の継ぎ目
の位置に揃っていることを確認します。

注記： チェックバルブが正しく組み立てられている

場合は、ファンがオンになっているときだけチェックバ
ルブの蓋が開きます。ファンがオフになっているとき
は、重力によりチェックバルブの蓋が閉じます。ファン
がオフでもチェックバルブが開く場合は、チェックバル
ブが正しく組み立てられていません。

Operation（操作）

はじめに

警告： 本製品を操作する前に、安全に関

する章と操作手順書をよく読んで内容を理
解してください。

基本的な作業方法

警告： 本製品を一方向に寄せないでくだ

さい。カッティングブレードの自由な動き
の妨げになります。カッティングブレード
が破損して、作業者や付近にいる人が怪我を
するおそれがあります。

警告： カッティングブレードの側面を使

用しないでください。カッティングブレー
ドが破損して、作業者や付近にいる人が怪我
をするおそれがあります。カッティングエ
ッジのみを使用してください。

警告： カッティングブレードが正しく装

着されていて、損傷の兆候がないことを確認
します。

警告： 本製品を始動する前に、ブレード

ガード、ブレードガードエクステンダ、およ
びダストシールドが正しく取り付けられて
いることを確認してください。ブレードガ
ードエクステンダとダストシールドは常に
自由に動く状態でなければなりません。ブ
レードガード、ブレードガードエクステン
ダ、またはダストシールドがない、または破
損している場合は、本製品を使用しないでく
ださい。

警告： 他のブレードによる既存の切れ目

に入れる前に、ブレードが切れ目より幅が狭
いことを確認してください。切れ目に食い
込み、キックバックするおそれがあります。

警告： 乾式切断中は、ダイヤモンドブレ

ードが非常に高温になります。ブレードを
定期的に冷却して、過熱を避ける必要があり
ます。過熱中は、コアの亀裂、ブレードの破
損、またはキックバックのリスクを伴うぶれ
やたるみが生じるおそれがあります。ブレ
ードを空気で冷却するには、負荷のない状態
で自由に動かします。

• カッティングブレードのキックバックゾーンで切削
しないでください。キックバックゾーン 10 ページ
を参照してください。

• 対象となる用途に適したカッティングブレードを必
ず使用してください。適切なカッティングブレード
13 ページ の手順を参照してください。

• エンジンの動作中は、ブレードから安全な距離を保
ちます。回転しているブレードを身体のどの部分で
も止めようとしないでください。

• 本機を両手で持ち、親指と他の指で取り囲むように
しっかりハンドルを握ります。右手でリアハンド
ル、左手でフロントハンドルを握ってください。右
利き、左利きにかかわらず、必ずこの握り方をして
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ください。パワーカッターを片手だけで操作するこ
とは厳禁です。

• カッティングブレードに対して平行に立ちます。本
機の真後ろに立たないようにしてください。キック
バックが発生した場合、ソーはカッティングブレー
ドの水平面方向に動きます。

• カッティング装置を回転させたまま、本製品を移動
しないでください。本製品を地面に置く前に、ブレ
ードが完全に停止していることを確認してくださ
い。

• モーターが作動している状態で、本機から離れない
でください。

• バランスを保ち、しっかりした足場を確保してくだ
さい。

• 他のブレードによる既存の切れ目に入れる前に、ブ
レードが切れ目より幅が狭いことを確認してくださ
い。切れ目に食い込み、キックバックするおそれが
あります。

• 肩より高い位置で切断を行わないでください。

• ハシゴに乗って切断しないでください。肩より高い
位置を切断する場合は、台や足場を利用してくださ
い。無理な体勢で作業しないでください。

• 切断対象物からほどよい距離に立ちます。

• エンジン始動時にカッティングブレードが自由に動
き、何にも接触していないことを確認してください。

• エンジンの運転中は常に本製品を監視してくださ
い。

• ブレードが切断部に食い込んだり、切断を中断した
りする場合は、スロットルを解放して、ブレードが
停止するまで待ちます。ブレードが動いているとき
は、切断物からブレードを引き抜かないでください。
引き抜こうとすると、キックバックが発生するおそ
れがあります。

• 回転数が高いとき（フルスロットルのとき）は、カ
ッティングブレードを穏やかに当ててください。切
断が完了するまで最高速度を維持してください。

• 本機を動作させるときは、ブレードに力を掛けたり、
押しつけたりしないでください。ブレードがぶれ始
めた場合は、フィードを減らします。ブレードがま
だぶれる場合は、切断を停止してブレードを交換し
ます。

• ブレードが対象物に垂直に当たる ように真っ直ぐに

下ろします。側圧が切れ目への食い込みの原因にな
り、ブレードの損傷やキックバックを引き起こす可
能性があるため、切断部にはねじ込まないでくださ
い。

• 切断作業時はいつでも、ブレードガードエクステン
ダとダストシールドが切断対象物と同一平面にある
ことを確認してください。

カッティングブレードを切断物の上方／前方で切断
深度いっぱいまで押し込み、カッティングブレード
を下方／後方にゆっくり移動します。これにより、
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カッティングブレードの温度が低下し、粉塵を回収
しやすくなります。

燃料

本製品には 2 サイクルエンジンが搭載されています。

注意： 誤った種類の燃料を充填すると、

エンジンが損傷する可能性があります。ガ
ソリンと 2 サイクルエンジンオイルの混合

燃料を使用してください。

2 サイクルエンジンオイル

• 最適な結果を得るには、 HUSQVARNA 2 ストローク

オイルを使用してください。

• HUSQVARNA 2 サイクルエンジンオイルが入手でき

ない場合は、空冷エンジン用に調合された市販の高
品質 2 サイクルオイルを使用してください。適切な

オイルの選択については、サービス代理店にお問い
合わせください。

注意： アウトボードオイルとも呼ばれ

る水冷式船外機用の 2 サイクルエンジン

オイルは、使用しないでください。4 サ
イクルエンジンオイルは使用しないでく
ださい。

OilGuard

注記： OilGuard（オプション）を取り付け、ガソリ

ンと HUSQVARNA 2 サイクルオイルを混合して充填し

た K 770 Dry Cut 専用です。

• OilGuard は、不適正な燃料混合物を感知する内蔵シ

ステムです。

• 本製品が作動すると、検出器は燃料混合物を 10 秒間

で測定します。適正な燃料混合物が使用されている
場合、製品は適切な速度で動作します。不適正な燃
料混合物が使用されていると、エンジン回転数が
3800 rpm まで下がりエンジンの故障を防止します。

• 製品を適切な速度で作動させるには、不適正な燃料
混合物を排出します。ガソリンと 2 サイクルエンジ
ンオイルの混合方法 19 ページ を参照してくださ

い。製品に適正な燃料混合物を充填します。

OilGuard オイル

OilGuard システムを使用する場合は、HUSQVARNA
OilGuard オイルを使用してください。OilGuard オイル

には、OilGuard システムが正常に動作するために必要な

特殊な色がついています。

混合済み燃料

• HUSQVARNA の混合済みアルキレート燃料を使用

することにより、最高の性能を保ちながらエンジン
の寿命を延ばすことができます。この燃料は、標準
的な燃料に比べて有害物質が少なく、有害な排気ガ
スの排出を低減します。この燃料は燃焼後の残留物

が少ないため、エンジンの部品を清潔に保つことが
できます。

ガソリンと 2 サイクルエンジンオイルの混合

方法

ガソリン、リットル 2 サイクルエ

ンジンオイル、
リットル

2% (50:1)

5 0.10

10 0.20

15 0.30

20 0.40

US ガロン US 液量オンス

1 2 ½

2 1/2 6 ½

5 12 ⅞

注意： 少量の燃料を混合する場合、わず

かな誤差が混合比率に大きく影響します。
オイル量を慎重に計量し、正しい混合比率に
してください。

1. 汚れのない燃料用容器に半分の量のガソリンを注ぎ
ます。

2. 全量のオイルを追加します。

3. 燃料混合物を混ぜ合わせます。

4. 残りのガソリンを容器に加えます。

5. 燃料混合物を慎重に混ぜ合わせます。

注意： 1 か月分以上の混合燃料を一度に

作らないでください。
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燃料の充填方法

注意： オクタン価が 90 RON（87 AKI）
未満のガソリンは使用しないでください。
本製品が損傷します。

注意： エタノール濃度が 10 ％（E10）を

超えるガソリンは使用しないでください。
本製品が損傷します。

注記： 燃料の種類を変更した場合は、キャブレター

の調整が必要となる場合があります。

• 本製品を継続的に高速なエンジン速度で使用するこ
とが頻繁な場合は、オクタン価の高いガソリンを使
用してください。

1. 燃料タンクキャップをゆっくりと開いて、圧力を解
放します。

2. 燃料缶を使用してゆっくり補充してください。燃料
をこぼした場合は、布で拭き取り、残った燃料を乾
燥させてください。

3. 燃料タンクキャップの周囲をきれいにしてくださ
い。

4. 燃料タンクキャップを完全に締め込んでください。
燃料タンクキャップが締め込まれていない場合、火
災発生の危険があります。

5. 始動する前に燃料を入れた場所から本製品を 3 m
（10 フィート）以上移動させてください。

冷機エンジンにより始動するには

警告： カッティングブレードがスムーズ

に回転するかを確認してください。エンジ
ンが始動すると、ブレードが回転し始めま
す。

1. STOP スイッチが、左の位置にあることを確認しま

す。

2. チョークコントロールを完全に引いて、スタートス
ロットル位置にします。

3. 減圧バルブを押して、シリンダー内の圧力を下げま
す。本製品が始動すると、減圧バルブは初期位置に
戻ります。

4. エアパージバルブが燃料で満たされるまでバルブを
6 回押します。

5. 左手でフロントハンドルを握ります。
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6. 後ろハンドルの下側に右足を乗せ、本製品を地面に
押し付けます。

警告： スターターロープを手に巻き付

けないでください。

7. スターター爪が噛み合う抵抗を感じるまで、スター
ターロープを右手でゆっくりと引きます。その後、
続けてすばやく引きます。

注意： スターターロープをいっぱいま

で引き出さないでください。またスター
ターロープを引き出したときに、スター
ターロープハンドルを急に放さないでく
ださい。本製品が損傷する場合がありま
す。

8. エンジン始動時にチョークコントロールを押しま
す。チョークを引き出すと、エンジンは数秒後に停
止します。エンジンが停止した場合、スターターロ
ープハンドルを再び引きます。

9. スロットルトリガーを押して、スタートスロットル
を解除すると、本製品はアイドリング状態になりま
す。

暖気エンジンにより始動するには

警告： カッティングブレードがスムーズ

に回転するかを確認してください。エンジ
ンが始動すると、ブレードが回転し始めま
す。

1. STOP スイッチが、左の位置にあることを確認しま

す。

2. チョークコントロールを完全に引いて、スタートス
ロットル位置にします。

3. 減圧バルブを押して、シリンダー内の圧力を下げま
す。本製品が始動すると、減圧バルブは初期位置に
戻ります。
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4. チョークコントロールを押して、チョークを無効に
します。スタートスロットルの位置はそのままで
す。

5. 左手でフロントハンドルを握ります。

6. 後ろハンドルの下側に右足を乗せ、本製品を地面に
押し付けます。

警告： スターターロープを手に巻き付

けないでください。

7. スターター爪が噛み合う抵抗を感じるまで、スター
ターロープをゆっくりと引きます。その後、続けて
すばやく引きます。

注意： スターターロープをいっぱいま

で引き出さないでください。またスター
ターロープを引き出したときに、スター
ターロープハンドルを急に放さないでく
ださい。本製品が損傷する場合がありま
す。

8. スロットルトリガーを押して、スタートスロットル
を解除すると、本製品はアイドリング状態になりま
す。

本製品を停止するには

警告： カッティングブレードは、モータ

ーが停止した後も 1 分間程度回転を続けま

す（ブレードの惰行と呼ばれます）。カッテ
ィングブレードは完全に停止するまで、その
まま回転させてください。不注意により、重
大な人的障害が起きる可能性があります。

• STOP スイッチを右に動かして、エンジンを停止し

ます。

集塵バッグを使用するには

本製品には、次の 2 種類の集塵バッグを使用できます。

• 1 回だけ使用でき、いっぱいになったら廃棄する集塵

バッグ。

• 内容物を廃棄して再利用できる集塵バッグ。

1. 集塵装置を点検します。集塵装置を点検するには 16
ページ を参照してください。
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2. 作業時に、集塵バッグ吸入口が本製品より低い位置
にあることを確認してください。

3. 集塵バッグが傾いていないことを確認してくださ
い。集塵バッグ吸入口ができる限り地面に近い位置
にあることを確認してください。

集塵バッグの粉塵を廃棄するには

注記： 再利用できる集塵バッグにのみ当てはまりま

す。

警告： 保護メガネ、保護手袋、および認

可された呼吸器保護具を着用してください。
集塵バッグは必ずゴミ袋の中で開けてくだ
さい。作業者が集塵バッグを取り外して掃
除する際、粉塵が空気中に飛び散ることがあ
ります。作業者が集塵バッグを取り外して
掃除する際、粉塵が空気中に飛び散ることが
あります。

1. 集塵バッグをゴミ袋の中に入れます。

!

2. 集塵バッグのジッパーを開けます。

3. 集塵バッグをまるごとゴミ袋に入れます。

4. 集塵バッグを持って、空になるまで振ります。

5. 必要に応じて、現地の規制に従って空の集塵バッグ
を洗浄します。

集塵バッグを廃棄するには

注記： いっぱいになったときに廃棄する集塵バッグ

にのみ当てはまります。

1. 取り込み口の紐で、集塵バッグを密封します。

2. 集塵バッグを廃棄します。地域の規制に従ってくだ
さい。
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メンテナンス

メンテナンススケジュール

メンテナンススケジュールには、本製品に必要なメンテ
ナンス項目が記載されています。メンテナンス間隔は、

本製品が毎日使用されることを前提に算出されていま
す。

毎日 毎週 毎月 毎年

清掃 外部の清掃 スパークプラグ

冷気吸気口 燃料タンク

交換 燃料フィルタ
ー

機能検査 一般点検 防振装置* 燃料システム

スロットルロック* マフラー* エアフィルター

停止スイッチ* 駆動ベルト クラッチ

ブレードガード、ブレードガ
ードエクステンダ、およびダ
ストシールド*

キャブレター

カッティングブレード* スターターハウジング

集塵装置**

*本製品の安全装置 6 ページ を参照してください。

** 集塵装置 16 ページ を参照してください。

製品の外面を清掃するには

• 毎日の作業後に、製品の外面をきれいな水で洗い流
します。必要に応じて、ブラシを使用します。

冷気吸気口を清掃するには

注記： 冷気吸気口が汚れていたり詰まったりしてい

ると、本製品が加熱します。過熱によりピストンやシリ
ンダーが損傷することがあります。

• 必要に応じて、冷気吸気口を清掃します。

スパークプラグを点検するには

注記： 必ず、推奨されている種類のスパークプラグ

を使用してください。不適切なスパークプラグを使用す
ると、ピストンやシリンダーが損傷する原因となります。
推奨されるスパークプラグについては、主要諸元 33 ペ
ージ を参照してください。
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燃料混合物が不適正であったり、オイルを使いすぎたり
すると、スパークプラグにオイル粒子が発生する場合が
あります。汚れたエアフィルターによって、スパークプ
ラグにオイル粒子が発生することもあります。スパーク
プラグの電極に小さな粒子がつくと、本製品の始動や作
動に不具合が発生することがあります。本製品のパワー
が出ない、始動しにくい、またはアイドリング速度で十
分回転しないなどの場合は、必ずスパークプラグを点検
してください。

1. 感電の危険を回避するために、スパークプラグキャ
ップやイグニションが損傷していないことを確認し
てください。

2. スパークプラグを清掃します（スパークプラグが汚
れている場合）。

3. 電極間隔が 0.5 mm あることを確認します。必要に

応じて、スパークプラグを交換します。

0.5 mm

一般点検の実施方法

• 本製品のナットとネジがしっかりと締め込まれてい
ることを確認してください。

駆動ベルトを交換するには

1. フロント駆動ベルトカバーにある 3 個のナットを緩

めます。調整ネジで駆動ベルトの張りを緩めます。

2. ネジとナットを外します。フロントハンドガードを
外します。

3. リアベルトガードにある 3 本のネジを外します。ベ

ルトガードを外します。

4. ファンハウジングの 7 本のネジをすべて取り外し、

ファンハウジングと接続カーブの上側を取り外しま
す。

5. 2 本のネジが見えるまでファンを回します。2 本の

ネジを外します。
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6. 前方プーリーからベルトを外します。ファンを外し
ます。

7. 駆動ベルトを取り外します。

8. 新しい駆動ベルトを取り付けます。

9. 駆動ベルトが正しい位置に取り付けられていること
を確認します。

10. ファン、2 個のベルトガード、ファンハウジング、お

よび接続カーブの上側を取り付けます。

11. 駆動ベルトの張りを調整します。駆動ベルトの張り
を調整するには 26 ページ してください。

駆動ベルトの張りを調整するには

1. ボルトを緩めます。

2. 調整ナット（A）がカバーの印に向かい合うまで、調

整ネジ（B）を回します。

A B

3. ボルトを締めます。
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この図は、正しい張り具合を示しています。調整ナット
はカバーの印に向かい合っています。

スターターハウジング

警告： リコイルスプリングやスターター

ロープを交換するときは、必ず防護メガネを
着用し、十分に注意して実施してください。
リコイルスプリングがスターターハウジン
グに巻かれると、スプリングに張力がかかり
ます。リコイルスプリングが飛び出して負
傷する可能性があります。

スターターハウジングの取り外すには

1. スターターハウジングの 4 本のネジを緩めます。

2. スターターハウジングを取り外します。

損傷したスターターロープを交換する

には

1. 親指でスターターロープのプーリーを抑えます。ス
ターターロープを約 30 cm 引き、スタータープーリ

ーの切り欠きに入れます。

2. ローププーリーをゆっくりと反対方向に回転させ
て、スプリングの張力を緩めます。

3. 残りのスターターロープを取り外します。

4. リコイルスプリングが正常に作動することを確認し
ます。

5. 新しいスターターロープをスターターハウジングと
ローププーリーの穴に通します。

6. スターターロープをローププーリーに取り付けま
す。

7. 連結部を完全に締め込みます。スターターロープの
自由端ができるだけ短くなるようにしてください。

8. 図に示すように、スターターロープの端をスタータ
ーハンドルに取り付けます。

リコイルスプリングの張りを調整する

には

1. ロープをスタータープーリーの切り欠きにかけま
す。スタータープーリーの中心の周りに、ロープを 3
回時計回りに巻き付けます。

2. スターターノブを引いて、リコイルスプリングの張
りを調整します。

3. ロープをスタータープーリーの切り欠きにかけま
す。スタータープーリーの中心の周りに、ロープを 4
回時計回りに巻き付けます。
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4. スターターノブを引いて、リコイルスプリングの張
りを調整します。

注記： 張りを調整した後はスターターノブは元の

位置に移動します。

5. スターターロープを引き出してリコイルスプリング
が終端位置ではないことを確認します。スターター
プーリーを親指でゆっくりと回します。

6. リコイルスプリングが停止する前に、スタータープ
ーリーが半回転以上回ることを確認してください。

スプリングアセンブリの取り外し

警告： スプリングアセンブリを取り外す

ときは、必ず防護メガネを着用してくださ
い。スプリングが破損するなどして、目を怪
我するおそれがあります。

1. スプリングアセンブリの 2 本のネジを取り外しま

す。

2. ドライバーを使用して、スナップロックに 2 個のブ

ラケットを押し込みます。

スプリングアセンブリを清掃するには

注意： アセンブリからスプリングを取り

外さないでください。

1. 汚れが落ちるまで、スプリングに圧縮空気を吹き付
けます。

2. スプリングにオイルを軽く塗布します。

スプリングアセンブリを取り付けるに

は

• スプリングアセンブリの取り外し 28 ページ の逆の

手順で組み立てます。

スターターハウジングを取り付けるに

は

注意： スターター爪は、スタータープー

リースリーブの正しい位置にかみ合う必要
があります。

1. スターターロープを約 0.5 m 引き出します。

2. スターターロープの位置を保ち、スターターを本製
品の上に置きます。

3. スターター爪が正しい位置にくるまで、スターター
ロープをゆっくりと放します。

4. スターターに 4 本のネジを締め込みます。

キャブレターを点検するには

注記： キャブレターには硬質の針がついており、こ

れにより本製品は常に燃料と空気の適切な混合物を取り
込むことができます。

1. エアフィルターを点検します。 を参照してくださ

い。 エアフィルターを点検するには 29 ページ

2. 必要に応じて、エアフィルターを交換します。

3. エンジンの出力や速度が低下し続ける場合は、
HUSQVARNA サービス代理店にお問い合わせくだ

さい。

燃料システムを点検するには

1. 燃料キャップとシール部に損傷がないことを確認し
ます。

2. 燃料ホースを点検します。燃料ホースが損傷してい
る場合は、交換します。
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アイドリング速度を調整するには

警告： アイドリング速度でカッティング

ブレードが回転する場合は、サービス代理店
に連絡してください。アイドリング速度が
適正に調整されるか、修理が完了するまで、
本製品を使用しないでください。

注記： 推奨アイドリング速度は 2700 rpm です。

1. エンジンを始動します。

2. アイドリング速度を点検します。キャブレターが適
切に調整されている場合は、エンジンがアイドリン
グ速度になるとカッティングブレードが停止しま
す。

3. アイドリング速度を調整するには、T ネジを使用しま

す。

T

a) カッティングブレードが回転し始めるまで、ネジ
を時計方向に回します。

b) カッティングブレードが回転を停止するまで、ネ
ジを反時計方向に回します。

燃料フィルター

燃料フィルターは、燃料タンク内に取り付けられていま
す。燃料フィルターは、燃料が充填された燃料タンクの
汚れを防止します。燃料フィルターは年 1 回以上、詰ま

りがある場合はもっと頻繁に交換する必要があります。

注意： 燃料フィルターは清掃しないでく

ださい。

エアフィルターを点検するには

注意： エアフィルターを取り外すときは

注意してください。キャブレターの入口に
粒子が入り込むと損傷を引き起こす可能性
があります。

エンジンの出力が低下した場合は、エアフィルターを点
検してください。

1. エアフィルターカバーの 3 本のネジを緩めます。

2. エアフィルターカバーを取り外します。

3. エアフィルターを点検します。必要に応じて、エア
フィルターを交換します。エアフィルターを交換す
るには 29 ページ を参照してください。

4. エアフィルターカバーを交換します。

5. 3 本のネジを締め込みます。

エアフィルターを交換するには

注意： 圧縮空気でエアフィルターを清掃

しないでください。エアフィルターは紙製
なので、簡単に破損してしまいます。

注意： フィルター交換時に有害な塵が飛

散する場合があります。認可された呼吸器
保護具を着用してください。フィルターを
適切に処分してください。

注記： サービスフィルターは、破損している場合に

のみ交換してください。

注記： エアフィルターは、圧縮空気で掃除しないで

ください。フィルターを傷つけることがあります。

1. エアフィルターカバーの 3 本のネジを緩めます。
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2. エアフィルターカバーを取り外します。 3. エアフィルタープーリーの 2 本のネジを緩めて、プ

ーリーを外します。

4. エアフィルターを取り外します。

5. 新しいエアフィルターを取り付けます。

6. エアフィルタープーリーを交換します。

7. 2 本のネジを締め込みます。

8. エアフィルターカバーを交換します。

9. 3 本のネジを締め込みます。

トラブルシューティング

トラブルシューティングのスケジュー

ル

警告： 特に指示がある場合を除き、エン

ジンがオフになっていて、停止スイッチが

STOP 位置にあることを確認してから、メン

テナンスやトラブルシューティングを行っ
てください。

問題

原因
解決方法

製品が始動しない。

始動手順が正しく実行されていませ
ん。

冷機エンジンにより始動するには 20
ページ および暖気エンジンにより始

動するには 21 ページ を参照してく

ださい。

停止スイッチが右側（STOP）の位置

にある。

停止スイッチ（STOP）が、左の位置

にあることを確認します。

燃料タンクに燃料がありません。 燃料を補給します。

スパークプラグに不具合があります。 スパークプラグを交換します。

クラッチに不具合があります。 サービス代理店に相談してください。

アイドリング速度でもカッティング
ブレードが回転する。

アイドリング速度が速すぎます。 アイドリング速度を調整します。

クラッチに不具合があります。 サービス代理店に相談してください。

作業者がスロットルを押しても、カッ
ティングブレードが回転しない。

ベルトが緩すぎるか不具合がある。
ベルトの張りを強めるか新しいベル
トに交換します。

クラッチに不具合があります。 サービス代理店に相談してください。

カッティングブレードが正しく取り
付けられていない。

カッティングブレードが正しく取り
付けられているか確認します。
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問題

原因
解決方法

作業者がスロットルを押しても、製品
に電力が供給されない。

エアフィルターが詰まっています。
エアフィルターを点検します。必要
な場合は交換してください。

燃料フィルターが詰まっている。 燃料フィルターの交換

燃料タンクの流れがブロックされて
いる。

サービス代理店に相談してください。

振動が大きすぎる。

カッティングブレードが正しく取り
付けられていない。

カッティングブレードが正しく取り
付けられており、損傷がないことを確
認します。適切なカッティングブレ

ード 13 ページ を参照してください。

カッティングブレードに不具合があ
る。

カッティングブレードを交換して、損
傷していないことを確認します。

防振ユニットの故障。 サービス代理店に相談してください。

製品の温度が高すぎる。

温度を下げる空気取り込み口または
フランジがブロックされている。

温度を下げる空気取り込み口とフラ
ンジを清掃します。

ベルトが動く。
ベルトを点検します。張り具合を調
整します。

クラッチに不具合があります。

常時フルスロットルで切削します。

クラッチを点検します。サービス代
理店に相談してください。

エンジンの出力や速度が低下する。 エアフィルターが詰まっています。 キャブレターを点検します。 を参照

してください。 キャブレターを点検

するには 28 ページ

切断中に、粉塵が適切に収集されな
い。

切断の手順が適切でない。 基本的な作業方法 17 ページ を参照

してください。

ホース、ファン、または集塵バッグが
詰まっています。

詰まりを取り除きます。集塵バッグ

を使用するには 22 ページ を参照す

るか、この表の「ファンが作動しな
い」を参照してください。

ブレードガードエクステンダとダス
トシールドが自由に動かない。

本製品を切断対象物から外す際、ブレ
ードガードエクステンダとダストシ
ールドが元に戻らない。

ブレードガードエクステンダとダス
トシールドの可動部分が詰まってい
ます。

可動部品を清掃します。

ブレードガードエクステンダとダス
トシールドのスプリングが正しく動
作しません。

スプリングを点検します。スプリン
グを清掃します。

ファンが作動しない。 ファンが異物で塞がれています。 ファンのふたを取り外し、ファンを塞
いでいる異物を取り除きます。

ベアリングに欠陥がある。 ベアリングを点検します。

ファンベルトに適切な張力がかかっ
ていない。

ファンベルトをチェックします。

861 - 006 - 24.05.2024 31



搬送、保管、廃棄

搬送と保管

• 搬送中は本製品を安全に接続して、損傷や事故を防
止してください。

• 本製品を搬送または保管する前に、カッティングブ
レードを取り外してください。

• 本製品は鍵のかかる場所に保管して、子供や許可を
得ていない人が近づけないようにしてください。

• カッティングブレードは、霜の発生しない乾燥した
場所に保管してください。

• 組み立て前に、新しいブレードや使用済みのブレー
ドの輸送および保管時の損傷をすべて点検してくだ
さい。

• 保管前に、本製品を清掃し、メンテナンスしてくだ
さい。メンテナンススケジュール 24 ページ を参照

してください。

• 長期保管する前に、燃料タンクから燃料を排出して
ください。

廃棄

• 地域のリサイクル要件および適用される法規に従っ
てください。

• すべての化学物質（エンジンオイルや燃料など）は
サービスセンターまたは適切な廃棄場所に廃棄して
ください。

• 本製品が不要になった場合は、HUSQVARNA 販売店

に送付するか、リサイクル施設で廃棄してください。
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主要諸元

主要諸元

K 770 Dry Cut, K 770 Dry Cut OilGuard

排気量、cm3（立法インチ） 74（4.5）

シリンダー内径、mm（インチ） 51（2）

ストローク、mm（インチ） 36（1.4）

アイドリング速度、rpm 2700

フルスロットル、負荷なし、r/min 9300（+/- 150）

出力、kW（hp ）@ r/min 3.7（5.0）@ 9000

スパークプラグ NGK BPMR 7A

電極間距離、mm（インチ） 0.5（0.02）

燃料タンク容量、L（US fl oz） 0.9（30）

燃料とカッティングブレードを除く本体重量、kg（ポンド） 11.9（26.2）

スピンドル、出力シャフト

最高スピンドル速度、r/min 2600

最大周速、m/s（フィート／分） 50（10,000）

騒音排出 1

音響パワーレベル、測定 dB（A） 112

音響パワーレベル、保証値 LWAdB（A） 115

サウンドレベル 2

使用者聴覚での等価騒音レベル、dB（A） 98

等価振動レベル、ahveq 3。

フロントハンドル、m/s2 3.3

リヤハンドル、m/s2 4.4

排出ガス（CO2 EU V） 4

1 環境における騒音排出は、指令 2000/14/EC に従って、音響パワー（LWA）として測定。保証音響と計測音響

の違いは、保証音響に計測結果のばらつきと、同じ製品の異なるユニット間の変動が含まれているためです。
これは指令 2000/14/EC に従っています。

2 等価騒音レベルは EN ISO 19432-1 に則し、さまざまな作動状態における騒音レベルの時間加重エネルギーと

して計算しています。記録データによれば、製品の等価騒音レベルの標準偏差は 1 dB（A）です。
3 等価振動レベルは EN ISO 19432-1 に則し、さまざまな作動状態における振動レベルの時間加重エネルギーと

して計算しています。報告データによれば、等価振動レベルの一般的な統計上のばらつき（標準偏差）は
1m/s2 です。

4 この CO2 測定結果は、研究所の環境において固定されたテストサイクルでエンジンタイプ（エンジンファミ

リー）を代表する（親）エンジンを試験したものであり、特定のエンジンの性能を明示または暗示するもので
はありません。
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K 770 Dry Cut, K 770 Dry Cut OilGuard

2 ストロークエンジン 711 g/kWh

推奨ダイアモンドカッティングブレー

ドの仕様
カッティングブレー
ドの直径、mm（イン

チ）

最大切断深度、mm
（インチ）

ブレード速度定格値、
rpm

最大周速、m/s（フィ

ート/分）

最大ブレード厚、mm
（インチ）

300（12） 122（4.8） 6200 100（19600） 4（0.16）
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適合宣言

EU 適合宣言

ハスクバーナ社（Husqvarna AB, SE-561 82 Huskvarna,
Sweden、電話番号：+46-36-146500）は、単独責任のも

とで、以下の製品の適合を宣言します。

名称 ポータブルパワーカッター

ブランド HUSQVARNA

タイプ／モデル K 770 Dry Cut, K 770 Dry Cut OilGuard

ID 2022 年以降の製造番号

は以下の EU 指令および規制を完全に順守しています。

指令／規制 名称

2006/42/EC 「機械類に関する」

2000/14/EC 「屋外の騒音に関する」

2014/30/EU 「電磁環境適合性に関する」

2011/65/EU 「有害物質の制限に関する」

以下の統一された規格および／または技術仕様が適用さ
れていることを当社単独の責任で宣言します。

EN ISO 12100:2010、EN ISO 19432-1:2020、EN
55012:2008+A1:2009、EN ISO 14982:2009、EN IEC
63000:2018

SMP Svensk Maskinprovning AB は、評議会指令

2000/14/EC の付録 V に従って自主試験を実施しまし

た。騒音排出に関する詳細は、「主要諸元 33 ページ 」を

参照してください。

Partille, 2022-04-20

Erik Silfverberg

コンクリート切断および穿孔設備研究開発責任者

Husqvarna AB, Construction Division

正式代表兼技術文書担当
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